







り)による管理のため、自然植生に近い森林の構造が維持されてはいるが (Noguchi& Yoshida 2004; 
Yoshida et al. 2006; Noguchi & Yoshida 2007)、一方で、多雪寒冷地に広く分布するササ類が優占

















乱されない土壌が残されることが合わさった正の効果を持っと考えられた(Yoshidaet al. 2005)。次に、 9種の
高木性樹種を対象として、施工後4-8年目の樹高成長量と生存率を調べた結果、稚樹聞の競争効果は概して
弱く、多くの樹種でむしろ周囲の稚樹や下層植生の存在が正の効果を与えていることが明らかになった(Resco
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図 -2 . 施 工 後 2年 目 の 植 生 の 多 傑 度 と 慣 ぎ 起 こ し の
強 度 と の 関 係 こ の よ う な 負 の 影 響 は 、 実 生 の 成 長
量 な ど に を 顕 著 に 見 ら れ た ( y。 出 da et al .  2005)ー
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図 -1. 施 工 後 1-2年 目 ( こ 定 着 し た 実 生 の 本 数 (1 ぜ
あ た り ) 一 他 の 樹 種 も 出 現 す る が 、 こ の 時 点 で す で
に 力 ン パ 類 が 優 占 し て い る ( Y o w d a et al. 2005) 
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図 -3. t蚤 き 起 こ し 施 工 地 に お け る 炭 素 貯 留 量 の 時 系 初 回 γ 三 変 化 (企 ).
植 生 お よ び 深 さ 3 0也 ま で の 土 療 を 考 慮 し た 結 果 咋 の 位 置 に (J、 未 施
工 の サ サ 地 で の 言 十 浪 l件 色 を プ ロ ッ ト し て あ る 貯 留 量 は 林 齢 に 伴 っ て 増 加
す る が 3 0年 を 越 え た 時 点 て も 未 施 工 地 と の 差 は わ ず か で あ っ た こ の こ
と は 、 植 生 に よ る 増 加 が 、 土 壌 中 で の 減 少 に よ っ て 相 殺 さ 杓 た 結 果 と 考
え ら れ た ( A o y血 aetal. 投 稿 中 ) . ・ で 示 さ 杓 Iこ 表 土 戻 し 施 工 地 で は 、 7年
生 時 点 で す で に 未 施 工 サ サ 地 の 平 均 値 と 同 程 度 に 遣 し て お り 、 数 倍 以
上 の 回 復 速 度 が 見 積 も ら れ た ( A o y担 a etaL 2 0凹 ) ー
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